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①養蜂を始めた背景

②養蜂を軌道に乗せ
るためには

③今年度行った取組

④今後の課題



⼤⽊須の現状

①
背景

高齢化・過疎化

の進行

⇨⼈手不足の深刻化

農地・森林の

管理が停滞

地域経済の衰退

集落の景観悪化

雑草害・野生鳥獣
被害の発生



養蜂で地域課題を解決

①
背景



養蜂で地域課題を解決

蜜源植物を遊休農地

耕作放棄地で栽培

⇨遊休農地や耕作放棄地の解消

野⼭を手入れする

機会の増加

集落の環境整備

⇨交流・関係⼈口の増加

収集物の販売

⇨地域の新たな収入源を

確保

①
背景

野生鳥獣
被害軽減

野生鳥獣
被害軽減

景観悪化
の改善

地域経済
の再興

①
背景



養蜂を軌道に乗せ
ビジネスとして展開することを目指す

①
背景



養蜂を軌道に乗せるために

Ⅰ．蜜源・花粉源の確保

Ⅱ．⼤⽊須地域に合った養蜂のゴールを
見出す

②



養蜂を軌道に乗せるために

Ⅰ．蜜源・花粉源の確保

Ⅱ．大木須地域に合った養蜂のゴールを
見出す

②



③
取組

夏の蜜源アニスヒソップは満開に！



秋から初春に咲く蜜源の確保が課題

キバナコスモスの栽培法確立を目指す！

3
取組



キバナコスモスの栽培

異常な暑さや雨の影響で９月ごろまでうまく育たず…

③
取組



秋の蜜源としてソバにも着目

綺麗に咲かせることが出来ました！

③
取組



養蜂を軌道に乗せるために

Ⅰ．蜜源・花粉源の確保

Ⅱ．⼤⽊須地域に合った養蜂の
ゴールを見出す

②



現状①
地域経済が衰退し

ている

⾥⼭おおぎすの魅力は⾃然の恵みを活用していること

⇩
この部分に着目した商品、サービスの魅力向上が必要

新たな地域の収入源となる
ゴール

③
取組 どのようなゴールが⼤⽊須地域に

適しているのか



現状②
高齢化・過疎化による

マンパワー不足

手がかからない
方法を用いたい
⇨作業の省力化などが

現実的

どのようなゴールが⼤⽊須地域に
適しているのか

③
取組



⼤⽊須地域に合ったゴールを見出すためには
既存の方法だけでなく、新たなアイデアの検討も必要

蜂蜜・蜜蝋に着目

③
取組



学生が関わるからこそ見出せるアイデアを
地元の方々へお渡ししたい…！

③
取組



③
取組

目標Ⅰ
蜂蜜の販売方法を模索

③
取組



目標Ⅰを掲げた理由

• 今採れているが活用できてない蜂蜜。⾃然食志向の高まりなどから
見て需要は高い。単価を高く設定できる。

• 地域資源、⾃然の恵みとして価値化できる可能性も高い

地域課題である経済の衰退を改善する手段として有効。地域の

新たな収入源になり得るのに、活用しないのはもったいない…！

• ⼈手不足を考えると、蜂蜜を加工した商品の販売は非現実的。

蜂蜜そのものの販売を検討するべき。

③
取組



蜂蜜を地域の新たな収入源に

するためには商品の魅力を

引き出す必要がある

多様な主体が参加する

ワークショップで

新たなアイデアを見出す

販売方法を考えるワークショップを開催

・住民
・様々な学部
の学生

・⼤学教授
・県職員
などが参加！

③
取組



地元の方からの要望
③
取組

高齢化・過疎化による⼈手不足
⇨新しい取り組みを始めづらいのが現状

蜂蜜を販売したくてもどこから手を付けて
いいかわからない…



地元の方からの要望

⼤⽊須の蜂蜜の良さを実感しつつ
販売について考えられるワークショップに

してほしい！

③
取組



ワークショップのねらい
③
取組

多様な主体が意見を
出し合うことによる

魅力的な商品アイデアの創出

地元の方々に
蜂蜜販売に対して

前向きになってもらう



  ワークショップを開催

魅力的な商品アイデアを見出すことを目指す！

③
取組



学生ファシリ  
テーターが

場を取りまとめ

学生や地元の方
などで構成された
班ごとに活動！

③
取組



⼤⽊須の蜂蜜を試食し、その特徴を
書き出してみる

③
取組



たくさんの特徴が
挙がりました！

③
取組



見出した特徴を生かした販売方法を
考えてみる

地元の方からもたくさんのアイデアが飛び出してきました！

③
取組



  発表
③
取組



様々なアイデアが出ました！

⾥⼭ブランド
を重視！

他地域との
連携も

様々な種類の蜂蜜と
⾥⼭のものを組み合

わせる！

生活に寄り添った
商品に！

③
取組



様々なアイデアが出ました！

道の駅などで販売
⇨⼤⽊須の知名度

UP

那須烏⼭市の⼈々を
ターゲットにする！

⼤⽊須の特色
ホタル・オオムラサキの

イメージを利用

③
取組



目標Ⅱ
蜜蝋加工のアイデアや
ノウハウの提供

③
取組



活動内容
③
取組

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

計画 話し合い

ミツロウ精製 ミツロウ精製

キャンドルづく
り

試作・実験

藍染
有識者へのインタビュー

藍染実施

ミツロウラップ 試作・実験

体験コンテンツ
検討

検討

地元の方々への
報告会

報告会

ハンドクリーム 試作・実験



付着した匂い問題

幼虫や卵を巣から洗い流す
ことにより改善

食品に触れる蜜蝋ラップや香りづけをしない
蜜蝋キャンドルの製作が可能に！

③
取組



製作品
③
取組

ミツロウ
キャンドル

ミツロウ
ハンドクリーム

ミツロウラップ
（左は藍染めをしたもの）



体験コンテンツとしての活用を検討

⼤⽊須にある簡易宿泊施設「ほたるの⾥古民家おおぎす」の
農村体験プログラムとして検討

③
取組

・キャンドルすくい

・ミツロウラップづくり

・キャンドルづくり

・蜜蝋精製体験



地元の方々に報告させていただきました！

③
取組



目標Ⅲ
地域との対話や情報共有

③
取組



巣箱の管理の体験などを通じて達成を目指す

③
取組



女王バチ探しや液糖づくりなど基本的な作業を実践！

③
取組



地域の方からのコメント

•過疎化・高齢化が進む⼤⽊須地区では持続可能な⾥
⼭を目指して、養蜂事業に取り組んでいます。

•養蜂事業を推進するには、ミツバチの生態や飼養管
理技術の習得、蜜源植物の栽培、ハチミツの採取や
販売、ポリネーション養蜂の開拓、担い手問題など
様々な養蜂経営の課題に取り組んで行かなければな
りません。



地域の方からのコメント

• この度、学生サークルの方々に「ハチミツ等の販売に関する
ワークショップ」を開催していただきました。地域で採取し
たハチミツの味や香りを皆で味わい、その価値を改めて評価
しながら、ハチミツの販売のアイデアを出し合えたことは⼤
きな成果でした。

• また、未利用資源のミツロウも精製過程やミツロウキャンド
ルなどの試作品をご紹介いただき、体験コンテンツのアイデ
アとして⼤変参考になりました。

• 今後とも、⾥⼭の養蜂事業の発展のために宇都宮⼤学の皆様
のお力添えを引き続きお願いいたします。



④
課題 今後の課題

蜜源・花粉源となる植物の持続的で効率的な栽培

・キバナコスモス栽培法確立に向けた模索

蜂蜜販売の実現

・ワークショップで出たアイデアの選択・再検討が必要

・販売の実現のための長期的な計画を立てる必要がある



④
課題 今後の課題

蜜蝋を用いた体験コンテンツの具体化

・どの体験コンテンツを採用するかの検討

・原料、用具の調達方法や体験手順など詳細を詰める必要がある

学生・地域間での連携の継続

・学生と地域住民が担う役割の明確化

・年度ごとに中心メンバーが変わる学生と地域のより良い関わり方の模索



ご清聴ありがとう
ございました！
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